
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

小6 社会 むずかしい こたえ なまえ

歴史1 むらから国へ・飛鳥と奈良 がつ にち

問題を よく 読んで 答えましょう。 めやす 15分

1 聖徳太子の 政治

① 聖徳太子の 取り組みと、その ねらいを むすびましょう。

ア 十七条の憲法 イ 冠位十二階 ウ 遣隋使

(1) 家がらに とらわれず、能力の ある 人を 役人に する イ  (2) 役人の 心が

まえを 示す ア  (3) 中国の 進んだ 制度や 文化を 学ぶ ウ

2 改革の 流れ ② 中臣鎌足(のちの 藤原鎌足)。国は「天皇」「朝廷」でも ○

蘇我氏が 天皇を しのぐ 力を もつ →

645年 中大兄皇子と 中臣鎌足 が 蘇我氏を たおす →

土地と 人々を 国 の ものに する → 全国から 税を 集める

② 図の □に あてはまる 言葉を 書きましょう。

③ この 改革で 決められた 税の しくみと、その 中身を むすびましょう。

ア 租 イ 調 ウ 庸

(1) 地方の 特産物を おさめる イ  (2) 都で 働く かわりに 布を おさめる

ウ  (3) いねの 取れ高の 一部を おさめる ア 庸は「都で 働く(または 布)」

3 考えて 書こう 「家がらでは なく 能力」「天皇中心の 国づくり」の 両方で ○

④ それまで 役人の 地位は 豪族の 家がらで 決まって いました。聖徳太子が 冠位

十二階で それを 変えたのは なぜですか。

(例)家がらに 関係なく 能力の ある 人を 取り立てて、力の 強い 豪族ではなく 天皇

を 中心と した 国づくりを 進めたかったから。
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